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たいへん、名誉ある表彰状をいただき誠に

光栄であります。が、さあ大変。なにせ、皆

の前で予算達成を宣言しましたから。その分

のリスクは当然あります。 しかし、私達新規

開拓部隊は、明るく元気に情報を共有し一九

となって毎 日飛び跳ねまわります。そして、
｀
利は元にあり

″
を忘れず飛躍 したいと思い

ます。

皆様、今後共御支援 ・御協力の程宜 しく御

願い致 します。
   安 井 浩 二

今回、MKV様 より表彰され、大変嬉 しく

思っています。これも皆、菱興プラスチック

の千川さん、MKVの 大河内さん、向山さん、

また森松の皆さんの協力によって、出来たこ

とだと思います。まだ何 も分からない私です

ので皆様に御迷惑をかけるかもしれませんが、

その時はよろしくお願い致 します。

伊 藤 雅 典

●
交
差
点

「過
去
を
断
ち
切
る
」

森
松
グ
ル
ー
プ
社
内
で
、
今

一
番
言
わ
れ
て
い
る

言
葉
は
、
「
明

。
元

。
素
」
、
明
る
く
、
元
気
で
、
素
直

に
行
動
し
よ
う
と
い
う
事
で
す
。

Ｍ
君
は
、
私
に
質
問
し
ま
し
た
。
「
明

・
元

・
素
」

の
話
は
わ
か
る
が
、
自
分
は
ヘ
ソ
曲
が
り
で
素
直
に

な
れ
な
い
が
、
ど
う
し
た
ら
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ

る
の
か
？
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
や
や
ネ
ク
ラ
の
性

格
。
友
人
も
回
数
も
少
な
く
、
日
ベ
タ
で
人
見
知
り

す
る
彼
は
、
自
分
で
は
暗
い
性
格
と
は
思

っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
他
人
か
ら
見
る
と
、
多
く
の
人
は
彼
が
暗

く
見
え
ま
す
し
、
業
務
面
で
も

ハ
ッ
キ
リ
し
た
前
向

き
の
返
事
が
返

っ
て
こ
な
い
。
回
り
の
人
も
、
必
要

以
外
の
用
件
は
話
し
か
け
な
い
…
。

彼
は
普
通
の
態
度
を
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
回

り
の
人
は
、
彼
と
同
じ
見
方
を
し
て
い
な
い
の
で
悩

み
が
発
生
す
る
。
困

っ
た
事
で
す
ね
。

解
決
方
法

一
、
回
り
の
人
は
、
Ｍ
君
に
対
す
る
先
入
観
念
を
捨

て
、
長
所
を
強
く
認
め
る
よ
う
に
す
る
。

二
、
Ｍ
君
は
、
自
分
が
引
き
ず

っ
て
い
た
暗
い
過
去

を
早
く
断
ち
切
る
。
イ
ヤ
な
思
い
出
は
捨
て
る
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
は
忘
れ
る
。
常
に
明
日

へ
の
希
望
を
持

っ
て
（自
分
の
将
来
は
明
る
く
、

良
い
方
向

へ
進
ん
で
い
る
事
は
間
違
い
な
い
、

と
信
じ
切
る
）
対
処
す
る
。

過
去
を
断
ち
切
る
。

↑

明
る
い
未
来
を
信
じ
切
る
。

↑

素
直
な
自
分
に
な
れ
る
。森

信

　
之
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Ｔ方
通
行

Ｂ
一Ｃ
Ｄ
君
」

Ａ

「最
近
、
常
務
が
う
る
さ
く
て
し
ょ
う
が
ね
え
な
。
」

Ｂ

「イ
ラ
イ
ラ
し
と
る
ね
。
」

Ｃ

「人
に
は
明
る
く
元
気
で
な
ん
て
言
う
け
ど
、
怒

鳴
り
ま
く

っ
て
る
よ
。
」

「上
役
な
ん
て
勝
手
な
も
ん
さ
。
」

「イ
ケ
イ
ケ
ド
ン
ド
ン
っ
て
言
う
け
ど
、
俺
達
体

も

つ
か
な
。
」

「過
労
死
な
ん
て
森
松
に
は
な

い
。
と
に
か
く
働

け
…
。
そ
れ
ば
か
り
だ
。
」

「上
役
な
ん
て
そ
ん
な
も
ん
さ
。
」

「
目
的
を
持
て
は
分
か
る
け
ど
、
三
つ
も
四
つ
も

じ
ゃ
な
あ
。
」

「向
こ
う
半
年
土
曜
休
み
な
し
は
皆
の
総
意
だ
な

ん
て
言
う
け
ど
、
イ
ヤ
で
す
だ
な
ん
て
言

っ
た

ら
肉
ダ
ン
ゴ
に
さ
れ
る
よ
。
」

「上
役
な
ん
て
理
不
尽
よ
。
」

「大
体
、
暴
力
的
な
感
覚
だ
か
ら
な
。
あ
の
オ

ッ

サ
ン
は
…

」
。

「
お
い
、
常
務
が
来
た
ぞ
。
」

「
又
、
何
言
わ
れ
る
か
分
か
ら
ん
か
ら
顔
見
る
な
。
」

ク
イ
ズ
　
Ａ
Ｉ
Ｄ
君
は
果
た
し
て
誰
で
し
ょ
う
。

木
　
村
　
英
　
利

C D A DD A B D

森
松
ク
イ
ン
テ
ツ
ト

早
い
も
の
で
も
う
十
二
月
と
な
り
ま
し
た
。
忘
年

会
の
シ
ー
ズ
ン
で
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
ん
で
す
が
、
酒
の
適
量
は
強
い
人

・
弱
い
人
の
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、　
一
般
的
に
は

日
本
酒
な
ら
二
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
二
本
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
参
考
に
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
り
、
飲
み
過
ぎ

な
い
よ
う
健
康
に
は
特
に
注
意
を
し
な

い
と
い
け
な

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「酒
を
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
」
を
守
り
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

十
二
月
と
い
え
ば
、
忘
年
会
の
他
に
も
ク
リ
ス
マ

ス
、
大
掃
除
等
今
年
の
総
決
算
、
来
年
の
準
備
に
と
、

何
か
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。
道
路
も
渋
滞
で
イ
ラ
イ

ラ
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
時

こ
そ
プ
ラ
ス
志
向
で
心
に
余
裕
を
持
ち
、　
い
い
正
月

を
迎
え
た
い
で
す
ね
。

稲
　
葉
　
友
　
昭

‐童
由

怒
展
楽

「
五
年
間
を
振
り
返

っ
て
」

先
日
私
は
、
中
部
ビ
ニ
ー
ル
卸
協
同
組
合
よ
り
、

永
年
勤
続
表
彰
と
い
う
事
で
そ
の
表
彰
式
に
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
が
同

一
事
業
所
に

五
年
以
上
勤
続
し
た
と
い
う
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、

気
が
付
い
て
み
た
ら
五
年
も
経

っ
て
い
た
と
い
う
の

が
実
感
で
し
た
。
自
分
が
入
社
し
た
五
年
前
は
ま
だ

本
社
社
屋
も
な
く
今
の
要
工
場
の
黄
色
い
建
物
と
工

場
が
あ

っ
た
だ
け
で
し
た
。
当
時
は
仕
事
を
覚
え
る

の
に
必
至
で
、
今
と
は
違

っ
て
帰
宅
時
間
も
遅
く
、

家
に
帰
る
の
は
食
事
と
睡
眠
を
と
る
為
だ
け
の
繰
り

返
し
で
し
た
。
し
か
し
、
今
と
な

っ
て
は
い
い
思
い

出
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
い
ろ
ん
な
先
輩
に
お
世
話
に
な

っ
た
事
も

印
象
に
残

っ
て
い
て
、
今
自
分
に
も
後
輩
が
で
き
先

輩
の
立
場
に
な

っ
て
改
め
て
い
い
見
本
に
な
る
様
に

し

っ
か
り
務
め
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

本
当
に
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
こ
の
不
況

の
中
、
会
社
も
社
会
も
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
も
こ
の
早
い
社

会
の
動
き
に
置
い
て
い
か
れ
な
い
様
に
、　
一
生
懸
命

頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。鳥

羽

幸

治
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10月23日、牧野部長夫妻御媒酌の もと目出度 く御結婚 されました事、心よ

りお祝い申し上げます。今年の書 き初めで
｀
結婚するぞ″

″
と書かれていた

のを記憶 してお りますが、その時すでに記代美さんと知 り合ってみえたとは

……。これでまた社内の独身男性が一人減 り寂 しい思いが します。

加藤係長 らしい暖かで会話の絶えない楽 しい家庭 を築いて下さい/

ただ し……幸せり太 りだけには十分に注意 して下さい……。

岩 田 ひとみ

熱
田
法
人
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９３
が
、
十

一
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
我
が

モ
ー
リ
ン
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
卓
球
部
門
に
新
入
社

員
二
人
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

約

一
ヶ
月
前
か
ら
、
仕
事
が
終
わ

っ
た
後
、
要
工

場
で
練
習
を
始
め
ま
し
た
が
、
良

い
成
績
を
残
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
方

々
に
、
遅
く
ま
で
練
習
に
お
付
き
合

い

項
き
、
又
、
応
援
し
て
頂
き
、
本
当
に
有
難
く
思

っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
ご
期
待
に
添
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

口

田

藤

左か ら 谷

竹

カロ

香

沙 織

美佐子

難

● 1:三二三ゴ
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平
成

５
年

‐２
月
の
社
内
行
事

１
日
卿
　
坂
口
ゆ
う
子
さ
ん
誕
生
日

２
日
内
　
素
麺
会
　
十
七
時
半

３
日
０
　
加
藤
先
生
来
社
　
十
三
時

４
日
０
　
一弟
一
土
曜
日
体
み

６
日
曰
　
新
醤
霧
部
隊
打
ち
〈口わ
せ
九
時
半

〃
　
　
誕
生
会
　
十
二
時

〃
　
　
編
集
会
議
　
十
七
時
四
五
分

７
日
∞
　
若
手
サ
ー
ク
ル
会
　
十
八
時

１０
日
０
　
１
Ｋ
作
戦
　
十
八
時

＝
日
ω
　
家
族
忘
年
会
　
十

一
時
半

‐３
日
曰
　
新
規
開
拓
部
隊
打
ち
〈口わ
せ
九
時
半

〃
　
　
橋
本
留
美
子
さ
ん
誕
生
日

‐６
国
内
　
改
善
委
員
会
　
十
八
時

〃
　
　
加
藤
公
江
さ
ん
誕
生
日

‐７
日
０
　
１
Ｋ
作
戦
　
十
八
時

‐８
日
田
　
一菱
二
土
曜
日
休
み

２０
日
曰
　
新
規
開
拓
部
隊
打
ち
（口わ
せ
九
時
半

２３
日
内
　
天
皇
誕
生
日

２４
日
０
　
１
Ｋ
作
戦
　
十
八
時

〃
　
　
太
田
佐
緒
里
さ
ん
誕
生
日

２５
日
０
　
経
営
会
議
　
十
五
時

〃
　
　
営
業
会
議
　
十
八
時

２６
日
０
　
鳥
羽
主
任
誕
生
日

２７
日
曰
　
新
規
開
拓
部
隊
打
ち
〈口わ
せ
九
時
半

２８
日
∞
　
仕
事
納
め

１
９
９
４
年

１
月
６
日
困
　
仕
事
始
め
・
書
き
初
め

1994年Calendar(1月 ～6月 )○…・fA日

」ANUARY           l

日 月 火 水 木 金 土

①
② ③ ④ ⑤ 678

⑨ 1011i213!4①

⑩ 171819202122

C) 24 25 26 27 28 29

⑩ 31

FEBRUARY          2

日 月 火 水 木 金 土

1234⑤

⑥ 78 910① ⑫

⑬ i4 15 16!718⑩

C) 21 22 23 24 25 26

C) 28

MARCH             3

日 月 火 水 木 金 土

1234⑤

⑥ 78 9 101l ⑫
⑬ i4 15 16 17 18 ⑩
C)山C) 22 23 24 25 26

C) 28 29 30 3!

APRIL

日 月 火 水 木 金 土

!②

③ 45678⑨

⑩ 1l12131415⑩

O i8 19りに!2223
C) 25 26 27 28 C) 0)

」UNE              6

日 月 火 水 木 金 土

123④

⑤ 678910①

⑫ i3 14 15 16 17 ⑩
C) :こ」 21 22 23 24 25

() 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

③ 91011121314

[〕 :: :: :: :: |])|:|
④ 3031

編

集

後

己［〓
ロ

今
年
も
早
い
も
の
で
残
り

一

ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
年
初
め

の
書
き
初
め
で

″毎
日
マ
ラ
ソ

ン
を
す
る
″
と
い
う
目
標
を
立

て
ま
し
た
が
、
結
局
実
行
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
は
成
人
式
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
目

標
を
立
て
直
し
、
そ
れ
に
向
か

っ
て
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と

思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来

年
の
今
頃
は
社
会
人
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
知
識
を
身
に
つ
け
、

″
充
実
し
た

一
年
だ

っ
た
″
と

言
え
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。

後

藤

具

崇
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′
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